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シ ョ ウ ガ及び ミ ョ ウ ガの い も ち 病の発生生態 と 防除

で縁取 ら れた 灰褐色 の 円形， だ 円 形 あ る い は紡錘形の大

型病斑 と な る ( 口 絵写真参照 ) 。 病斑 の 大 き さ は 10 数

mm の も の が 多 い が， 大 き い も の で は 20 数 mm に も な

り ， そ れ ら が融合 し て さ ら に 大 き く な る 。 ま た ， 病斑 に

は明 り よ う な 同心輪紋が認め ら れ， そ の 周 囲 に は 黄色 の

中毒部 を 生 じ る 。 古 く な る と 病斑の 中 心部が縦 に 裂 け る

こ と も あ る 。 葉鞘で も ， 葉身 と ほ ぽ同様な病斑 を 形成す

る 。 や が て ， こ れ ら の老化 し た 病斑や枯死 し た 茎葉 に は

菌核様小粒が多数形成 さ れ る (小川 ら ， 1992) 。

シ ョ ウ ガ の 茎 葉 で も ， 葉身 (原， 1916 b) ， 葉鞘， 葉

舌， 葉節及び鞘葉 に 病斑 を 生 じ る 。 葉身で は ， は じ め褐

色で周縁が蜜黄色 あ る い は黄色 で不鮮明 な小斑点 を 形成

す る 。 こ れ は し だ い に 大 き く な り ， 褐色で紡錘形の病斑

と な る 。 病斑の 周 囲 に は黄色 あ る い は蜜黄色 の 中毒部が

認め ら れ る 。 さ ら に拡大す る と ， 周 縁部が褐色で縁取 ら

れ， 中央部が灰 白色の大型病斑 を形成す る ( 口 絵写真参

照) 。 病斑が古 く な る と ， そ の 中 心部 が 円 形 に 脱落 し た

り ， 長径方向 に 裂 け た り す る こ と が多 い。 病斑の大 き さ

は 30 mm に 達す る こ と が あ り ， そ れ ら が癒合 し て さ ら に

大型の病斑 に な る 場合 も あ る 。 病斑部 の 同心輪紋 は ミ ョ

ウ ガ の場合 ほ ど明 り ょ う で は な い。 葉鞘で も ， 葉身 と ほ

ぼ同様 な病斑 を 形成す る 。 一方， 葉舌や葉節 で は ， 葉舌

か ら 感染 し て葉節に 至 っ た と み ら れ る 病斑が多 い。 こ の

場合， 葉舌 は灰 白色， 葉節 は 褐色 と な っ て そ の 周 縁部 に

は黄色の中毒部 を生 じ る 。 鞘葉 で は ， そ の周 縁部 あ る い

は先端部か ら 感染 し た 病斑が し ば し ば観察 さ れ る 。 い ず

れの病斑 に お い て も ， さ ら に 古 く な る と 0 . 5"-'1 mm 程度

の小 さ い菌核様構造物 を病斑部 に 生 じ る 。

い も ち 病菌 に よ る 病徴の一つ で あ る 黒 あ ざ症 は ， 地表

面へ露出 し た 根茎で認 め ら れ る 。 は じ め ， 根茎の鞘葉が

水浸状 あ る い は 赤褐色 と な り ， や が て そ の基部 に つ な が

る 根茎 に 褐色で円形~不整形の 病斑 あ る い は 根茎 の 節 に

沿 っ た 条斑が形成 さ れ る 。 病斑 に は 同心輪紋 を 生 じ ， 根

茎の節 を 中心 と し て 拡大す る 。 し か し ， 根茎内部への進

展 は 少 な い。 こ れ ら の病斑 の 表面 に は黒色 で な め し皮状

の菌核様構造物が形成 さ れ る (古谷， 1991 ; KOTANI et 

al .， 1992) 。 そ の 大 き さ は 1"-'2 mm 程度で， 円 形 あ る い

は類円形の病斑上 で は 輪状 に 生 じ る こ と が多 く ， 不整形

の病斑で は散在 し や す い。 ま た ， そ の い く つ か が融合 し

て ， 数珠状 に つ な が る 場合 も あ る 。 幼芽 も 侵 さ れ， そ の
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は じ め に

古 く か ら ， シ ョ ウ ガ は薬用， 香辛料及び漬物， ミ ョ ウ

ガ は薬味や つ ま 物 な ど に利用 さ れ， 両作物 と も わ が国で

は重要な作物で あ る 。 農林水産省の平成 4 年度野菜生産

状況表式調査結果 に よ る と ， シ ョ ウ ガ の栽培面積 は全国

で約 2 ， 700 ha あ り ， 高知， 千葉， 熊本， 長崎及び静岡 の

各県が主 な生産県 と な っ て い る 。 ま た ， ミ ョ ウ ガ の栽培

面積 は 1 ， 513 ha で， 奈良， 秋田， 群馬及び高知 の各県で

栽培が多 い 。 高知県で は大 シ ョ ウ ガ の露地栽培が主で，

1992 年 に は 約 900 ha 栽培 さ れ て い る 。 そ の 出荷量 は全

国 の 52% を 占 め ， 本 県 の 最 も 重要 な 露地作物で あ る 。

一方， 高知県 の 露地 ミ ョ ウ ガ の栽培面積 は 73 ha で， 近

年 は ハ ウ ス ミ ョ ウ ガ の栽培が増加 し て い る 。

こ の よ う な 高 知 県 の 露地 シ ョ ウ ガ に ， 1988 年 ご ろ か

ら 根茎 に 斑紋 を 生 じ る 原因不明の 障害 ( 口 絵写真参照)

が発生 し た 。 黒 あ ざ症 と 呼 ば れ る 本障害 は そ の後 も 引 き

続 い て 発生 し ， 根茎の著 し い 品質低下 を 招 い た 。 そ の た

め， 生産者や 流通関係者の 聞 で大 き な 問題 と な り ， 原因

の究明 と 防除対策の確立が緊急課題 と な っ た 。 調査の結

果， 黒 あ ざ症 は シ ョ ウ ガや ミ ョ ウ ガ の い も ち 病の病原菌

乃lYicularia zingiberi NISHIKADO に よ る 病害 で あ る こ と が

判明 し た (KOTANI et al .， 1992) 。 こ れ ま で， シ ョ ウ ガの

い も ち 病 は葉の病害 と し て 知 ら れて い た (原， 1916b) 

が， 根茎 に お け る 発生 は 未報告で あ り ， 防除法 は も ち ろ

んの こ と ， 病原菌の特性， 発生生態 な ど に つ い て も ほ と

ん ど明 ら か で は な か っ た 。

こ こ で は， シ ョ ウ ガ お よ び ミ ョ ウ ガ の い も ち 病 に つ い

て ， 既存の資料お よ び今回筆者 ら が行 っ た 研究の結果 を

取 り ま と め て 紹介す る 。

I 病 徽

ミ ョ ウ ガ で は葉身及び薬事詩 (NISHIKADO， 1917 ; 白井，

1915) ， な ら び に 葉節， 葉舌， 鞘葉 に い も ち 病 の病徴が

現れ る が， 花蓄 に は発生 し な い。 葉身 で は ， は じ め 淡褐

色~黒褐色で， 周 縁が水浸状， 蜜黄色 あ る い は黄色で不

鮮明 な小斑点 を 生 じ る 。 の ち に ， こ れ は 拡大 し て黒褐色
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場合には芽全体 が褐 変し， 菌核様構造 物を多 数生じ る。

E 発生状況 と 被害

これまで， シ ョ ウ ガ 及び ミ ョ ウ ガ のい もち病の発生実
態 や被害 に関する資料 は ほとん ど 見当 たらなし 3 。 そこ

で， 高知県 におけるミ ョ ウ ガ 及びシ ョ ウ ガ の発生実態 と
その被害 につい て述 べる。

夏 ミ ョ ウ ガ におげ る茎葉 のい もち病は ， 7 月 上旬 ごろ

から発生し始 め， 以降急 増 する (古谷， 1994 b )。 しか
し， この時期 には収穫 がほとん ど終了 しており ， 当 年 の

花警 に対 する本病の被害 は ほとん どない と考 えられる。
しかし， 翌年 の株 の発育 には影響 する可能性 もあり ， 今
後は この点につい て検討する必要 がある。

シ ョ ウ ガ におい ては， 8 月 ごろ から一 次茎 の下葉 を中
心として本病が発生し始 める。 しかし， その発生は きわ
めて少なし 茎葉 における本病の被害 は ない と考 えられ
る。 一 方， 根茎 における黒 あざ症 は， 10 月 上 ・ 中旬 から
発生 し始 め， 以 降 10 月 下 旬 まで増加 する (古 谷 ，

1 994 b)。 本症 の発生は ， 根茎 の品質 に大 きく影響 し， そ
れによる被害 は著 しい。 1989 年 から4 年間， 高知県 で行
った大 シ ョ ウ ガ における黒 あざ症 の発生実態調査 による
と， 毎年 7 割以 上の園 場で発生が認められ(表ー 1 )， 発生
の激 しい 圃 場における発病株率 は 94% であった。 ま
た， 株当 たり の病斑 数が6個以上 の株 が24% も認めら
れ， 商品価値 がほとん どなく なった根茎ば かり の圃 場も

表- 1 シ ョ ウ ガ い も ち 病に よ る 黒 あ ざ症の年次別発生状況

年 次 誠査園場数 発生園場率 (%) 平均発病株率 (%)

1989 6 100 . 0  39 . 9  

1990 24 70 . 8  12 . 5  

1991 36 9 l . 7  23 . 8  

1992 20 85 . 0  1 9 . 7  

表 - 2 シ ョ ウ ガ い も ち 病 に よ る 黒 あ ざ症の被管

程度叫別発生割合 (%)
年 次 闘 場

鉦 少 中 多 甚
1991 A 6 . 3  1 4 . 7  29 . 5  25 . 3  2'1 . 2  

B 5 l . 2  35 . 4  1 2 . 2  l . 2 。 。
C 72 . 7  23 . 9  3 . 4  。 。 。 。
D 83 . 5  1 1 . 4  5 . 1  0 . 0  。 。

1993 A l . 9  7 . 4  25 . 9  22 . 2  42 . 6  

B 53 . 7  22 . 2  1 8 . 5  5 . 6  。 。
C 57 . 9  1 9 . 7  1 9 . 7  l . 3  l . 3  

叫 . 株当 た り 病斑数が 1 個の場合 を 少， 2�3 /聞の場合 を中，

4�5 /聞の場合 を 多 ， 6 個以上を甚 と し た .

みられた (表ー 2 )。

皿 病原 菌 及 び そ の特性

現在 ， シ ョ ウ ガ 及 び ミ ョ ウ ガ のい も ち 病菌 は P.
úngibe1'i とされてい る。 は じ め， 本菌 は ミ ョ ウ ガ で発

見され， Dactylarω þaraszωns CAVARA と同 定された (白

井， 191 5)。 数年 後， シ ョ ウ ガ でも本病が 見い だされ， そ
の病原菌は Pù'icu lm7.agrisea ( CKE. ) SACC (原， 1 9 1 6  a) 
あるい は D. grisea SI-IIRAI (原， 191 6 b ) とされた。 一

方， NISHlI(A∞ (1917 )は イネ のい もち病菌 に関する研究
の中で， ミ ョ ウ ガ 及びシ ョ ウ ガ のい もち病菌 につい ても
検討 を加 え， ミ ョ ウ ガ 及び シ ョ ウ ガ のい もち 病菌 を

か'iculm7.azingibe1'i N ISHIKADQ とした。 そして， D .仰
rasüans， P. grisea及び D .griseaをその異名とした。
以来， ミ ョ ウ ガ 及び シ ョ ウ ガ のい もち 病菌 には ， P.
zingiberi が使用されるよう になった。

ミ ョ ウ ガ 及びシ ョ ウ ガ のい もち病菌 は ， その分生子が
小型 であること( NISIIIKA∞， 1 9 17 ; 八重樫， 1 981 )， イネ
に寄 生性 がない こと (加緩 ら， 1980 ; 古谷， 1994 c ; N 

ISIIIKAOO， 1 9 17 ; 末松， 1918 ; 八重樫， 1 981 )， 特 異な菌体
外酵素 のパ ターンを示 すこと (林 ら， 1 987 ; MATSUYAMA 
et al . .  1 977 )から他のPyricularia属菌 とは かなり 異なる

とされてい る。 さらに， 本菌 は わが国で発生する他の
乃1'icularia属菌 には みられない 菌核様構造 物を生じ る
特性 を持 ってい る (原， 19 1 6  b ; 古谷， 1 991 ; N 151.111(1100， 

19 17 ; 小J I I ら， 1 99 2 ; 末松， 1918 )点でも大 きく 異なっ
てい る。 病斑 上の本構造 物は ， 宿主 の細胞 を包含して形

成 され(KOTANI et al . ，  1992 ) (図1 )， 皮層部と髄部の2 層
に分けられることが報告されてい る(小川 ら， 1 99 2 )。 ま
た， 本構造 物は 悶 場で越冬 することができ， 発芽 により
分生柄 及び 分生子を生じ ることが知 られてい る (KOTA

図 - 1 シ ョ ウ ガ権病根茎 に 形成 さ れた い も ち 病菌 の 菌核

僚名1\1造物の 断面
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et al . ;  1992 ; !jサ 1 1 ら ， 1992) 。

こ の菌核様構造物の形成適温 は 230C， そ の分生子形成

適温 は 320C付近 に あ り ， そ れ ぞ れ本菌の越冬及 び繁殖の

時期 の気温 に 近 い (古谷， 1994 a ) 。 ま た ， シ ョ ウ ガ葉上

に お け る 分生子形成適温 は 280C， そ の 発芽適温 は 300C付

近で， 分生子の形成や発芽 に は比較的高温が適 し て い る

と 考 え ら れ る (古谷， 1994 a) 。 し か し ， 付着器の形成適

温 は 20�230C， 付着器か ら 宿主細胞 へ の 侵入 に は 25�

28"Cが適温 で ( 古谷， 1994 a) ， イ ネ い も ち 病菌の場合

(鈴木， 1969) に 類似 し ， 感染 に は比較的低温が適す る 。

W 伝 染 環

高知県下 に お け る シ ョ ウ ガ の 生産地域 で は ， ミ ョ ウ

ガ， ウ コ ン， ハ ナ ミ ョ ウ ガ， シ ュ ク シ ャ な ど， シ ョ ウ ガ

科植物が栽培あ る い は 自 生 し ， 中 で も ミ ョ ウ ガ は耕地や

林野で頻繁 に認め ら れ る 。 こ れ ら の植物の う ち ， シ ョ ウ

ガ及び ミ ョ ウ ガ の み で い も ち 病 が 自 然発生 し て い る こ と

か ら ， P. zingiberi は本県 に お い て こ の 2 種の植物で生

活 を全 う し て い る と 考 え ら れ る (古谷， 1994 b) 。 こ の う

ち ， ミ ョ ウ ガ で は毎年植 え 替 え が な く ， そ の擢病株で形

成 さ れた菌核様構造物 に よ っ て い も ち 病菌が越冬 し， 翌

年 に は そ の上で形成 さ れた 分生子 に よ り 再び発病す る こ

と を繰 り 返 し て い る も の と 考 え ら れ る 。 一方， シ ョ ウ ガ

で は越冬 し た 菌核様構造物 は毎年実施 さ れ る 植 え付 け前

の土壌消 毒 に よ り 死滅 し (古谷， 1994 b) ， 羅病種根茎 に

よ る 土壌伝染 の 可能性 は な い と す る 調査結果が得 ら れて

い る 。 と こ ろ が， ミ ョ ウ ガ に お け る 本病の発生時期が シ

ョ ウ ガ よ り も 早 く (図ー2) ， そ の様病株上での分生子形成

期聞が シ ョ ウ ガ の 茎葉や根茎 に お け る 本病の発生時期 と
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 図 - 2 ミ ョ ウ ガ及 び シ ョ ウ ガ に お け る い も ち 病の発生推
移 (古谷， 1994 b) 

- + 一 及 び - ・ は ミ ョ ウ ガ の発病茎率， - .á.  は シ
ョ ウ ガの発病株率

重 な る こ と ， な ら び に 前述の よ う に ミ ョ ウ ガが シ ョ ウ ガ

栽培地域で普遍的 に 存在す る こ と (古谷， 1994 b) か ら ，

シ ョ ウ ガ に対す る 第一次伝染源 は ， ミ ョ ウ ガ の羅病株で

あ る と 推定 さ れ る 。

V シ ョ ウ ガ の根茎 に お け る 発病環境

シ ョ ウ ガ の 根茎 に お け る 発病直前の 9 月 下句以降 は，

シ ョ ウ ガ の茎葉の 生育末期で あ り ， そ の 繁茂 に よ り う っ

ぺ い度が き わ め て 高 く な っ て い る 。 ま た ， こ の 時期 に は

不順な天候が続 き ， 株内 が高湿度で長時間維持 さ れ る 日

が多 く み ら れ る 。 さ ら に ， い も ち 病菌の感染 に 好適 な 温

度 で あ る 20�250C は ， 高知県 に お け る 9 月 下旬 か ら 10

月 上旬 の平均気温の平年値 と は ほ ぽ同 じ で あ る 。

一方， 9 月 中旬以降の シ ョ ウ ガ で は ， 生理的 に 黄化 す

る ー， 二次茎の下葉の 中 に 本菌の分生子形成が し ば し ば

認め ら れて い る 。 ま た ， 前述の よ う に ， こ の時期 に は ミ

ョ ウ ガ の権病株上で多量の分生子が形成 さ れ， 伝染源、が

多 く な っ て い る 。 さ ら に ， 肥大成長 の 末期 に 近 い こ の時

期の シ ョ ウ ガ に は， 地表面へ露出 し た 根茎が多 く み ら れ

る こ と ， な ら び に 根茎の鞘葉部 に は分 げつ ・ 肥大 に よ る

傷が生 じ る な ど， シ ョ ウ ガ は感染 し や す い状態 と な っ て

い る (古谷， 1995 a) 。

以上の よ う な 9 月 中旬以降の 気象環境条件， 病原菌の

繁殖及 び シ ョ ウ ガ の 発育状況 に よ り ， 黒 あ ざ症が発生す

る も の と 考 え ら れ る 。

羽 防 除 法

シ ョ ウ ガ 及 び ミ ョ ウ ガ の 葉 に お け る い も ち 病 の発生

は， 今の と こ ろ 被害 に 結 びつ か な い と 考 え ら れ， 防除す

る 必要 は な い も の と 判断 さ れ る 。 し か し ， シ ョ ウ ガ の 根

茎 に お い て は本病 に よ る 被害が大 き し 防除 を 実施す る

図 - 3 シ ョ ウ ガ栽培地域 に お け る シ ョ ウ ガ科植物 の分布及びい も
ち 病の発生 (古谷， 1994 b) 

G は シ ョ ウ ガ， M は ミ ョ ウ ガ， wM は 野生化 ミ ョ ウ ガ， GL 
は シ ュ ク シ ャ ， wI は ハ ナ ミ ョ ウ ガ， T は ウ コ ン を 示 し ， 黒

塗 り は発病あ り ， 白 抜 き は発病 な し を示す.
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表 - 3 シ ョ ウ ガ い も ち 病 に よ る 黒 あ ざ症の 中 発生岡場 に お
け る 数種有望殺菌剤の防除効果 (古谷 ら ， 1995 b) 

供試薬剤 希釈 調査 発病 病斑数 防除価a)

(成分 % ) 倍数 株数 株率 (個/株)
(% ) 

ベ ノ ミ ル 水 和 剤 1 ， 000 75 3 . 8  0 . 1  87 . 5  
(50) 
ジ ク ロ ブ ル ア ニ ド 500 81 8 . 6  0 . 1  87 . 5  
水和剤 (50)
無散布 76 42 . 1  0 . 8  

a) . 防除価 は病斑数か ら 算出.

必 要 が あ る 。 シ ョ ウ ガ の 根茎 に お け る い も ち 病 の発生

は ， 地表面 に 根茎が露出 す る こ と に起因 し ， 感染時期の

9 月 中旬以降 に 露 出根茎 を 土壌 で被覆す る こ と で黒 あ ざ

症 を 防除す る こ と がで き る (古谷， 1995 b) 。 し か し ， 広

面積 に栽培 さ れ る 露地 シ ョ ウ ガ に お い て は ， こ の 防除法

は必ず し も 十分 に 実施で き な い。 そ の た め， 農薬 に よ る

防除法 も 必要 で あ る 。

本病 に対 し て は， ジ ク ロ フ ル ア ニ ド 水和剤お よ びべ ノ

ミ ル水和剤が有効であ る と い う 結果が得 ら れ (表-3) ， こ

れ ら の 農薬 が本 病 の 防 除 農 薬 と し て 1994 年 9 月 に 登

録 ・ 認可 さ れ た 。 防除 に 当 た っ て は ， ジ ク ロ フ ル ア ニ ド

水和剤 の 500 倍液 ま た はべ ノ ミ ル水和剤の 1 ， 000 倍液 を

9 月 下旬及 び 10 月 上旬 の 2 回， シ ョ ウ ガ の株元 に 向 け て

散布す る (古谷， 1995 b) 。 な お ， 耐性菌の発生 を 未然 に

防 ぐ た め ， ジ ク ロ フ ル ア ニ ド 剤及びべ ノ ミ ル剤 を そ れ ぞ
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お わ り に

以上の よ う に ， シ ョ ウ ガ及 び ミ ョ ウ ガ の い も ち 病の 生

態及び防除法 に 関 し ， 多 く の こ と が明 ら か に な っ て き

た 。 し か し ， 施肥 と 発病 と の 関係 あ る い は発生予察 に 関

す る 問題 な ど， ま だ未解明 な 点 も 多 い。 今後， こ の 方面

の研究の 実施が期待 さ さ る 。 な お， 他県 に お け る シ ョ ウ

ガ い も ち 病の発生状況 に 関 し て は 現在調査 中 で あ り ， 何

かの機会 に そ の結果 を報告 し た い と 考 え て い る 。
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